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知識の理解の質を高める中学校社会科授業改善

新学習指導要領改訂のポイントである知識の理解の質を高めるとはどのようなことか，そ

して，知識の理解の質を高めるために，社会的な見方・考え方を働かせた新たな視点の問い

を組み込んだ中学校社会科の授業改善について，具体的な事例を通して紹介する。
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対象

校種

１ 知識の理解の質を高めるとは

社会科において，新学習

指導要領改訂のポイントで

ある知識の理解の質を高め

ることを，本稿では以下の

ように捉えた。

知識の理解の質を高める

ためには，資料１のよう

に，個別の事実の理解とそ

の事実がもつ意味の理解を

結び付けることが必要であ

る。この結び付きを考えさ

せる起点となるのが，問い

である。そこで，知識の理

解の質を高めるために，社

会的な見方・考え方を働か

せた新たな視点の問いを組

み込むことを提案する。

など

聖徳太子はどのような政治を目指したのか？

冠位十二階

遣隋使

天皇中心の政治を目指す。

一つ一つの出来事の事実や人

物の行動は理解できている。

十七条の憲法

これまでの知識の理解とは

天皇中心の政治という視点から見ると，聖徳太子の
三つの改革は，どのような意味をもっているのか？

冠位十二階

遣隋使

天皇に仕える役職を設置したり，天皇に仕える心得

を制定したり，皇帝中心の中国の制度を取り入れたり

することで，天皇中心の政治につながっていく。

十七条の憲法

天皇に仕える役職の設置 天皇に仕える心得の制定

皇帝中心の中国の進んだ

制度や文化の取り入れ
天皇中心の政治という概念的知識

から個別の事象のもつ意味を説明

し，知識を再構成できる。

知識の理解の質を更に高めるとは

事実に関わる個別的知

識だけでなく，概念的知

識まで理解できること，

そして，概念的知識から

個別の事象のもつ意味を

説明し，知識を再構成で

きること

【資料１】知識の理解の質を高めるとは



資料２は，知識の理解の質が高まるイメー

ジを一般化したものである。知識の理解の質

を高めるためには，社会的な見方・考え方を

働かせた問いを検討することが大切であり，

主体的・対話的で深い学びの実現は，問いの

質が大きく関わってくる。

２ 知識の理解の質を高める問いとは

資料３は，「聖徳太子の政治改革」の学習

における問いの例である。学習の過程で，生

徒は，天皇中心の政治を目指すために，冠位

資質・能力の育成

知識の理解の質を高める

社会的な見方・考え方を
働かせた問い

学びの姿として主体的・対話的で
深い学びの実現

個別的知識か

ら概念的知識

へ，概念的知

識から個別の

事象のもつ意

味の理解へ

（知識の再構

成）

聖徳太子はどのような政治を目指したのか？

冠位十二階 十七条の憲法 など

天皇中心の政治を目指した。【概念的知識】

天皇中心の政治という視点から，冠位十二階

や十七条の憲法はどのような意味があるか？

○ どうして，冠位十二階や十七条の憲法は， 天

皇中心につながるのですか？（冠位十二階や十

七条の憲法はどんな意味があるのですか？）

○ いつの時代ですか？

○ どこで作られたのですか？

○ 誰が作ったのですか？

○ どのようなものですか？

○ なぜ，それらは作られたのですか？

概念的知識の理解の質を更に高める

ための問い掛け

後の時代の大化の改新や聖武天皇の政治においても，同

じ視点で考えることができる。【生きて働く知識へ】

十二階や十七条の憲法が作られたことを理解

する。その上で生徒が，「どうして，それら

が天皇中心の政治につながると言えるの

か？」を既習の知識と関連付け，説明するこ

とによって，習得した知識の理解の質を更に

高めることができる。つまり，そこにつなげ

る新たな視点の問いが重要となってくる。

資料４は，知識の理解の質を高める問いを

一般化したものである。“何年にこうした出

来事が起きた”という歴史上の個別的知識が，

“なぜその出来事が起こったのか”，“その

出来事がどのような影響を及ぼしたのか”な

どを追究する学習過程を通じて，当時の社会

や現代にもつ意味なども含め，知識相互がつ

ながり関連付けられながら，生きて働く知識

として理解が深まっていく。

次項では，知識の理解の質を高めていく新

たな問いを立てる視点について，歴史的分野

の授業実践を基に，具体的に考察していきた

い。

学習課題１

社会的な事象

学習課題１の解決案【概念的知識】

学習課題２（新たな視点の問い）の設定

○ 「それはどのような意味があるのか」

○ 「それらの事象の関係から見いだせる時代の

特色は何か」

○ 「この時代と前の時代とを比較して，どのよ

うな変化や継続を見いだせるか」 など

深い理解への段階を意識した新たな視点の社会的

な見方・考え方を働かせた問い

○ 「それは何か」

○ 「どのようなもの（こと）か」

○ 「なぜか」

○ 「それはどうなるか」 など

個別的知識から概念的知識へと高める社会的な見

方・考え方を働かせた問い

概念的知識の理解を更に高めるため

の問い掛け

一つ一つの事象と意味が結びつき，生徒自身が知識を再構

成できる。【生きて働く知識へ，より深い理解へ】

【資料４】知識の理解の質を高める問い

【資料２】知識の理解の質が高まるイメージ

【資料３】「聖徳太子の政治改革」における問い



３ 中学校社会科歴史的分野「日本列島の誕生と大陸との交流」の授業実践例

【中学校第１学年歴史的分野】
◇ 単元名 日本列島の誕生と大陸との交流（全４時間）
◇ 題材名 弥生文化と邪馬台国（本時２／４）
◇ 学習目標
○ 弥生時代の人々の生活の様子を，考古学の成果を活用しながら具体的に理解する。
○ 日本の国家が形成されていく過程のあらましを，東アジアとの関わりを通して捉え
ながら，適切に表現できる。

◇ 本時の展開
過 時 形

学習活動 指導上の留意点
主体的・対話的で深い学び

程 間 態 のための工夫
１ 資料を基に，本時の学習 ・ ＩＣＴを活用して ○ ＩＣＴを活用して，前
課題を設定する。 資料を提示すること 時の既習内容と比較

で，学習課題への追 し，疑問をもたせる。
導 ５ 一 究意欲を高める。
入 分 斉

【学習課題１】稲作の広まりにより，社会はどのよ
うに変化していったのだろうか。

５ 個 ２ 弥生時代の特色について ・ 教科書や資料を基 ○ 前時の縄文時代と比較
分 ・ 確認する。 に，弥生時代の特色 したワークシートを活用
ペ について確認する。 する。
ア ・ 蓄えの差から国が ○ 小学校での既習内容や

生まれ，国同士の争 前時の学習をペアで確認
いが起きたことを理 し，本時の課題解決を図
解できるようにす る。
る。

５ 個 稲作の広まりにより，貧富の差が生まれ，争いが
分 起きた。そして，小さな国々が生まれ，やがてそれ

らの国々を支配する有力者や王が現れた。
展
開 15 グ ３ 日本と中国との関係を， ・ 資料から新たな疑
分 ル 朝貢を基に考察する。 問に気付くようにすー

る。
プ

【学習課題２】日本に生まれた小さな国々が，大陸
にある中国に朝貢をしたのはどのような意味が
あるのだろうか。

10 グ ・ 既習事項や新たな
分 ル 資料を活用して，日ー

本に生まれた小国が
プ 大国である中国に朝 ○ 日本と中国を関連付け

貢した意味を考えら て考察できる複数の資料
れるようにする。 や思考を深められるワー
・ 日本と中国の両方 クシートを活用して，グ
の視点で朝貢のねら ループで協働し解決案を

４ グループごとに発表す いを考察できるよう 出す。
る。 にする。

５ 学習課題に対するまとめ ・ 個で考えた後，全 ○ 個人で振り返らせ，主
を行う。 体でまとめを行う。 体的な学びを促す。

個
終 10 ・ 奴国などが中国に朝貢したねらいは，高い文明を
末 分 一 もった中国の力を利用して周りの国々を従えるため

斉 だった。それに対して，朝貢を受け入れた中国のね
らいは，皇帝の力を示すことや朝貢する国々との平
和を維持するためだった。

※ 鹿児島市立吉田南中学校 久保長太郎教諭の実践を基に作成

【学習課題１】として，日本国

内での弥生時代の人々の様子に

ついて，縄文時代と比較して考

察する問いを立てている。

【学習課題１】を追究し，その

解決策を出している。

中国の三つの考古学的資料に共

通して出てくる文字「朝貢」か

ら，生徒はこの頃日本と中国が

交流していることに気付く。

提示した資料から生徒が疑問を

もち，【学習課題２】として，

日本国内から国外へと視点を変

え，日本に影響を与えた大陸と

の関係について解決していく問

いを立てている。

日本の国家が形成されていく過程の

あらましを，東アジアとの関わりを

通して捉えることができた。また，

日本の制度や文化などが東アジアか

らの影響を受けていくことの理解に

もつなげていくことができる。



本実践は，弥生時代の日本国内の歴史的事

象に関わる個別的な知識からその時代の特色

などの概念的知識を理解した上で，新たな視

点の問いによって，日本の国家が東アジア

との関わりを通して形成されていく意味を

理解し，さらに，後の時代までつながる概

念に関わる知識へと理解の質を高めようと

したものである【資料５】。

この時間のポイントは，国内から国外へ

視点を変え，事象相互のつながり（背景・

影響）といった社会的な見方・考え方を働

かせた問い「日本に生まれた小さな国々が，

大陸にある中国に朝貢をしたのはどのような

意味があるのか？」を学習課題２として設

定したことである。

【資料６】を参考に，新たな視点の問いを

学習過程に組み込むことで，知識の理解の質

を更に高め，深い学びを実現させる授業改善

につながっていくと考える。
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【中学校第１学年歴史的分野】

◇ 単元名 日本列島の誕生と大陸との交流（全４時間）
◇ 題材名 弥生文化と邪馬台国（本時２／４）

【学習課題１】稲作の広まりにより，社会はどのように変化し

ていったのか？

○ 小学校で学んだ既習内容の確認（ＩＣＴ，ペア学習）

○ 前時に学習した縄文時代の社会の特色と比較

（ワークシートの工夫）

【学習課題１】に対する生徒の課題解決案

稲作の広まりにより，貧富の差が生まれ，争いが起きた。そ

して，小さな国々が生まれ，やがてそれらの国々を支配する有

力者や王が現れた。【国内における弥生時代の社会の特色の理解】

【学習課題２】日本に生まれた小さな国々が，大陸にある中国

に朝貢をしたのはどのような意味があるのか？

日本と中国の両方の視点から朝貢のねらいを考えよう。

【学習課題２】に対する生徒の課題解決案

奴国などが中国に朝貢したねらいは，国王の力を認めてもら

い，高い文明をもった中国の力を利用して周りの国々を従える

ためだった。それに対して，朝貢を受け入れた中国のねらいは，

皇帝の力を示すことや朝貢する国々との平和を維持するためだ

った。【東アジアとの関わりを通して日本の国家が形成されてい

くという後の時代までつながる概念に関わる知識の理解】

ペア学習により，教科書や資料集等を基に，

弥生時代の特色について確認する。

自分の意見をまとめた後，グループで互いの

意見を比較・検討して議論し，全体で説明し合

う。その後，学習課題に対するまとめを個人で

考え，全体でまとめを行う。

学習内容を生かした

新たな視点の問い

時系列や推移，比較に関わる

視点の問い

日本国内での弥生時代の社会について縄文時代と比較して考

察した後，その学習内容を生かして生まれた新たな視点の問い

（日本に影響を与えた大陸との関係）を解決していくことで，

日本の国家が形成されていく過程のあらましを東アジアとの関

わりを通して捉える。【国内から国外へ視点を変え，その意味

を考察することで，知識の理解の質を高める学習過程の工夫】

国内から国外へ視点を変え，事象相互のつながり

（背景・影響）についての考察へ向かう問い

知識の理解の質の高まり

【資料６】社会的な見方・考え方を働かせた問いの視点

【資料５】新たな視点の問いを設定した授業展開

※ 中教審答申（平成28年12月21日）別添資料を基に作成

○ 位置や分布に関わる視点

絶対的，相対的，規則性・傾向性，地域差など

○ 場所に関わる視点

自然的，社会的など

○ 人間と自然の相互関係に関わる視点

環境依存性，伝統的，改変，保全など

○ 空間的相互依存作用に関わる視点

関係性，相互性など

○ 地域に関わる視点

一般的共通性，地方的特殊性など

中
学
校
地
理
的
分
野

考えられる視点例

○ 時系列に関わる視点

時期，年代など

○ 諸事象の推移に関わる視点

展開，変化，継続など

○ 諸事象の比較に関わる視点

類似，差異，特色など

○ 事象相互のつながりに関わる視点

背景，原因，結果，影響など

○ 現代社会を捉える視点

対立と合意，効率と公正，

個人の尊重，自由，平等，選択，配分，

法的安定性，多様性など

○ 社会に見られる課題の解決を構想する視点

対立と合意，効率と公正，

民主主義，自由・権利と責任・義務，

財源の確保と配分，利便性と安全性，

国際協調，持続可能性など

中
学
校
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野


